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町の人口

（59年3月未現在）

人　口　　　29，473人
男　　　　　14．355人

女　　　　　15，118人

世帯数　　　　9，455世帯

（3月の異動）

転入276人　　出生　25人

転出271人　　死亡　21人
税

賢十十亮∵も完了
ｌ…日日日日日日日日‖日間日日日日日日日日州
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五
月
五
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
。
そ
し
て
、
第
二
日
曜
日
　
方
を
し
、
子
供
は
ど
ん
な
母
親
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う

の
十
三
日
は
「
母
の
日
」
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。
子
供
の
幸
せ
は
明
る
い
家
庭
か
ら
　
ー
　
「
こ
ど
も
の
日
」

母
親
と
子
供
－
1
家
庭
の
中
で
い
ち
ば
ん
接
す
る
時
間
の
　
　
「
母
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
母
と
子
の
き
ず
な
に
ス
ポ
ッ
ト

多
い
間
柄
で
す
。
母
親
は
子
供
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
接
し
　
を
当
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

幼
児
に
大
き
な
影
響

鞄にとって

Ⅶ鴫甜とは
子
供
た
ち
は
、
ど
ん
な
母
親
を
望
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

世
界
青
年
意
識
調
査
（
第
三
回
）
で

は
、
各
国
の
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳
の

人
々
に
理
想
的
な
母
親
像
を
聞
い
て
い

ま
す
。日

本
の
青
年
が
望
ん
で
い
る
母
親
は

と
い
う
と
、
家
庭
生
活
を
重
視
し
、
子

供
の
行
動
を
尊
重
す
る
、
友
人
の
よ
う

な
母
を
理
想
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
青
年
が
「
子
供
の
し
た
い
と

お
り
に
さ
せ
る
母
」
す
な
わ
ち
「
尊
重

型
」
の
母
親
を
望
ん
で
い
る
の
に
比
べ

ア
メ
リ
カ
の
青
年
は
「
自
分
の
考
え
に

従
わ
せ
よ
う
と
す
る
母
」
つ
ま
り
「
服

従
型
」
を
望
ま
し
い
と
す
る
ほ
う
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

日
本
で
は
仕
事
重
視
型
の
母
親
が
敬

遠
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
「
昭
和

5
8
年
版
国
民
生
活
白
書
」
に
よ
る
と
、

母
親
（
い
ち
ば
ん
下
の
子
が
六
歳
か
ら

十
七
歳
の
母
親
）
が
仕
事
に
就
い
て
い

る
割
合
は
約
五
〇
％
、
就
業
理
由
は
と

い
う
と
、
年
代
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
、
子
育
て
ま
っ
最
中
の
三
十
五
歳
～

三
十
九
歳
の
主
婦
の
場
合
、
生
計
費
の

た
し
に
す
る
、
家
に
こ
も
っ
て
い
た
く

な
い
、
子
供
の
学
費
に
す
る
、
が
上
位

の
理
由
で
す
。

子供とのふれあい（親子の対比）

日華
孝 プメ ′′
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、芸 慕 空 相 鱒 鞭 串 酷
母 親 90 ．5 95 ．9 9 6 ．6 90 ．1 8 1 ．4 8 2 ．9

子 供 60 ．3 85 ．0 7 8 ．3 78 ．1 7 5 ．9 52 ．8お 凝 議 喪 、に 相 躾 ず 、拳 単 ．薫ユ懸
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鴻 子 さ ん 由 こ と 扇 再 議

′解 し て る と思 う．激 賛
母 親 67 ．8 9 1 ．6 8 9 ．4 72 ．9 94 ．6 7 6 ．4

子 供 68 ．9 9 1 ．3 8 3 ．3 82 ．6 88 ．5 7 6 ．2

昭和弘年実施　国際比較日本の子供と母親

ｌ

Ｉ

母

の

行

動

や

言

葉

幼
い
子
供
（
小
学
校
入
学
前
）
に
影
雑

を
与
え
る
も
の
の
一
番
目
は
、
「
母
親
の

日
常
の
言
葉
や
行
動
」
で
す
。

ふ
だ
ん
幼
児
と
接
す
る
時
間
の
い
ち
ば

ん
多
い
の
が
母
親
で
す
か
ら
、
こ
の
結
果

も
う
な
ず
け
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
の
友
達
と
の

つ
き
合
い
方
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
一
つ
ひ

と
つ
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
　
〝
教
科
書
″
に
し

て
い
る
の
で
す
。
〝
恋
い
教
科
書
″
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

友人型‡緒㌣ｌ禁

＜注＞　質問は「厳母型」か「友人型」，「服従型」か

「尊重型」，「宮庭生活重視型」か「仕事重視

型」，に分かれており、二者択一の方法をとっ
ています。

昭和認年実施・世界青年意識網査（第3回）

ー
　
意
識
の
差
が
あ
る
日
本
の
母
と
子

子
供
（
十
歳
～
十
五
歳
）
は
、
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
母
親
に

ど
の
程
度
相
談
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
の
母
親
は
〝
子
供
は
相
談
す
る

と
愚
人
ノ
″
が
九
〇
・
五
％
で
す
が
、
子

供
の
ほ
う
は
〝
母
親
に
相
談
す
る
″
が

六
〇
・
三
％
。
母
と
子
の
間
に
は
か
な

り
の
意
識
の
差
が
あ
り
、
外
国
と
比
較

し
て
み
て
も
明
ら
か
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

「
母
親
と
子
供
は
お
互
い
ほ
理
解
し

の
場
合
、
母
も
子
も
約
六
八
％
と
な
っ

て
お
り
、
各
国
と
比
べ
る
と
低
い
理
解

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

母
親
と
子
供
は
血
が
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
、
気
心
が
知
れ
て
い
る
1
1
し

か
し
、
い
く
ら
母
と
子
で
も
、
お
互
い

の
心
を
知
る
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
で
す
。

†
ぉ
母
さ
ん
、
子
供
が
い
ろ
い
ろ
話
を

し
て
き
た
り
相
談
を
持
ち
か
け
て
き
た

ら
、
心
を
開
い
て
じ
っ
く
り
託
を
聞
い

幼児に大きな影響を与えるもの（上位3番まで）

昭和57年実施　教育に関する世論洞査

て
い
る
か
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
ｌ
－
て
あ
げ
ま
し
与
う
。

ｒ′、
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死
者
の
八

バ
イ

最
近
の
交
通
事
故
状
況
の
中
で
、
特

に
目
立
つ
の
は
自
動
二
輪
車
乗
車
中
の

死
亡
事
故
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
中
に
、
自
動
車
乗
車

中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
、
前
年

に
比
べ
て
四
二
一
％
の
増
加
率
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
動
二
輪
車
に
よ

る
死
者
は
一
二
・
五
％
と
、
そ
の
増
え

万
が
目
立
ち
ま
す
。
水
巻
町
に
お
い
て

も
昨
年
、
県
道
水
巻
・
芦
屋
線
の
ベ
ン

ト
ナ
イ
ト
工
業
前
で
自
動
二
輪
車
と
普

通
車
の
事
故
が
あ
り
、
バ
イ
ク
に
乗
っ

て
い
た
人
が
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。

死
の
確
率
は

自
動
車
の
四
・
五
倍

自
動
二
輪
車
の
台
数
当
た
り
の
死
者

発
生
率
を
ほ
か
の
乗
物
と
比
べ
て
み
ま

自動車・2輪車乗車中の交通事故死者数
（昭和58年）

迩読む葦誉こた盈‾、〝、

鏡 触　 賢

、Ｅ、－Ｊ 訂 塗浅 漬 誉※言 ※読 猛翳 違 法
でく

ノ自 動 事 績 1 2 4 3 3 ・7 3

蒜

、虎 、 付 菜
粧 乾 ㍉∵ ∵ ∴㍉ 二㌢

1 0 1 4 0 ・7 9

ぷ

3 4 8 7 0 ・8 2

※車両台数は58年3月31日現在　　（単位は人）

し
ょ
う
。

次
の
表
で
も
分
か
る
と
お
り
、
自
動

二
輪
車
乗
車
中
の
死
に
至
る
確
率
は
、

自
動
車
の
約
四
・
五
倍
、
ミ
ニ
・
バ
イ

ク
（
原
動
機
付
自
転
車
）
の
約
四
・
七

倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
自
動
二
輪
車
に
よ
る
死

亡
事
故
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。

昨
年
の
自
動
二
輪
車
の
死
亡
事
故
の

内
容
を
見
て
み
る
と
、
死
者
の
約
八
割

（
九
百
六
十
六
人
）
が
十
六
歳
か
ら
二

十
九
歳
ま
で
の
若
者
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
死
亡
事
故
の
直
接
の
原

因
と
な
っ
た
違
反
別
死
亡
事
故
件
数
を

見
て
み
る
と
、
自
動
二
輪
車
の
場
合
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
死
亡
事
故
が
全

体
の
五
二
・
一
％
と
き
わ
め
て
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
動
二

輪
車
の
事
故
の
多
く
は
、
若
者
の
無
謀

な
、
あ
る
い
は
未
熟
な
運
転
に
よ
る
も

の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
は
自
動
車
と
巽
な
り
安
定
性

に
欠
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
常
に
身
体
を

露
出
し
て
い
る
の
で
、
転
倒
し
た
場
合

な
ど
は
そ
れ
だ
け
死
に
至
る
危
険
性
が

高
い
と
い
え
ま
す
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
人
は
、
二
輪
車

の
特
性
を
理
解
し
、
自
動
二
輪
車
が
一

つ
間
違
え
ば
生
命
に
か
か
わ
る
乗
り
物

で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
安
全
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ヘ

ル

メ

ッ

ト

は

必

ず

か

ぶ

る

二
輪
車
乗
車
時
の
死
亡
事
故
の
約
七

割
は
頭
部
の
損
傷
が
致
命
傷
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
Ｓ
マ

ー
ク
か
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

か
ぶ
る
と
き
、
あ
ご
ひ
も
を
き
ち
ん

と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ご
ひ
も
が
か

か
っ
て
い
な
い
と
せ
っ
か
く
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
、
転
倒
時
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
飛
ん
で
し
ま
い
頭
を
保
護

で
き
ま
せ
ん
。

カ
ー
プ
の
手
前
で
は

減
　
速
　
を

速
度
が
遅
い
と
き
は
小
回
り
が
き
く

自
動
二
輪
車
も
、
高
速
に
な
る
と
小
回

り
が
き
き
ま
せ
ん
。
高
速
で
カ
ー
プ
を

曲
が
る
の
は
、
対
向
車
線
に
は
み
出
し

た
り
、
転
倒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必

ず
カ
ー
プ
の
手
前
で
は
減
速
し
ま
し
ょ

ーつ。停
止
標
示
の
あ
る
場
所
で
は

必

ず

停

止

を

一
時
停
止
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
場

所
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
。
見
と
お
し

、
の
き
か
な
い
交
差
点
な
ど
で
は
徐
行
、

ま
た
は
一
度
止
ま
っ
て
安
全
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

5
片
は
国
民
年
金
の

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

準
母
子
年
金
、
退
児
年
金
、
寡
婦
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
「
国
民
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
を
役
場
国
民
年
金
係
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
忘
れ
る
と
年
金
が
ス
ト
ッ
プ

国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
受
給
者
の
万
や
、
家
族
の
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続

き
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ

ま
す
と
、
九
月
期
か
ら
の
年
金
支
払
い

が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
必
ず
毘
出
し
ま
し
ょ
う
。

◎
次
の
人
は
現
況
届
の
提
出
は

不
要
で
す

昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
以
降
に
新

た
に
年
金
を
受
け
始
め
た
人
や
支
給
が

全
紙
停
止
さ
れ
て
い
る
人
は
、
今
年
は

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
障
害
の
有
期
認
定
の
診
断
書
も

あ
わ
せ
て

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
今

年
が
診
断
書
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い

る
人
は
、
現
況
届
に
あ
わ
せ
て
診
断
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

℡
号
・
〓

4
月
1
0
日
号
に
掲
載
の
「
年
金
だ
よ

り
」
、
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き

さ
れ
ま
す
の
文
中
、
付
加
保
険
料
の
割

引
き
額
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
訂

正
ｂ
、
つ
つ
し
ん
で
お
わ
び
い
た
し
ま

す
Ｐ（

正
し
い
額
〕

☆
付
加
保
険
料
を
四
月
聖
が
咋
分
前

納
す
る
と
一
千
九
百
二
十
円
の
割
引
き

と
な
り
、
七
万
七
千
五
百
二
十
円
を
支

払
え
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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盛大にもこけら落としや
＝武道館オープン＝

武
道
館
の
完
成
を
記
念
し
て

四
月
八
日
、
剣
道
と
空
手
道
の

愛
好
者
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

集
ま
り
、
〝
演
武
会
〟
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
「
武
道
愛
好
者

の
念
願
だ
っ
た
武
道
館
も
完
成

し
、
大
い
に
利
用
さ
れ
、
心
身
の
鍛
疎
と
水
巻
町
の
武
道
高

揚
に
活
用
し
て
下
さ
い
。
」
と
の
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
式
の
後
、
特
別
招
待
の
八
幡
大
学
居
合
同
好
会
を
始

め
町
内
の
同
好
会
貝
が
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

〔
演
技
を
さ
れ
た
方
〕

▽
剣
道
形
＝
永
野
末
継
、
有
吉
和
弘
▽
居
合
形
＝
八
幡
大
学

居
合
同
好
会
▽
居
合
道
形
＝
水
巻
居
合
同
好
会
▽
剣
術
・
ス

テ
ッ
キ
術
・
十
手
術
＝
八
幡
大
学
居
合
同
好
会
▽
鎖
鎌
術
＝

森
惰
・
山
下
貞
利
▽
杖
道
＝
山
下
貞
利
・
岡
本
麻
美
・
松
江

返
博
・
森
烙
▽
試
し
斬
り
＝
小
倉
康
美
▽
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少

ｒ・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆

ｌ

；ェーィ．′　気合と共に薫
ｌ

：二つ。　お見事な試し新
ｌ

：り－。

年
間
に
よ
る
空
手
道
演
武

、、ギ「

毀誉蜃こ・・鱒、
居合形を披露する八幡大学　　　永野・有育氏による
居合同好会　　　　　　　　　剣道形の披露

日　10周年おめでとう
＝伊左座剣道スポーツ少年団＝

伊
左
座
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
十
周
年
を

む
か
え
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
伊
左
座
小
学
校
体
育
館
で

記
念
の
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の
各
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
集
ま
り
、
十
周
年
記
念
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
十
年
を
一
つ
の
節
目
に
、
な
お
一
層

の
団
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。
〝
ガ
ン
バ
レ
、

チ
ビ
ッ
子
剣
士
た
ち
〃
‥
〟

チビッ子剣士勢ぞろい

ボクの出番はもうすぐだ。

伊　左　座　2　連　覇

＝北部地区バレーボール大会＝

第
二
回
北
部
地
区
九
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
去
る
三
月
二
十
五
日
、

十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
中
間
市
の
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

六
年
生
最
後
の
大
会
と
あ
っ
て
、
予

選
か
ら
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
予
選
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と

も
全
試
合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
の
伊
左
座

少
年
団
が
第
一
回
大
会
に
引
き
続
き
二

連
覇
し
ま
し
た
。

ヤ　　決腐トーナメント

伊左座

㍉中背
雲’芸　雲　量
0（㌃雲）2　0（豊雲）2

全試合ストレート勝ちの試合を展開する伊左座チーム
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手話講習会始まる
＝40名が熱心に受講＝

手
話
講
座
が
四
月
十
二
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
聴
覚

障
害
者
を
理
解
し
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
る
た
め
に
町
の
主
催
で
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
初
、
三
十
名

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
応
募
者
が

多
く
、
四
十
名
で
ス
タ
ー
ト
。
芦
屋

町
の
久
保
良
茜
氏
を
講
師
に
七
月
二

十
六
日
ま
で
、
毎
週
木
曜
日
に
開
か

れ
て
い
ま
す
。

受
講
の
動
機
は
、
仕
事
上
必
要
と

か
こ
れ
を
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
い
と
か
様
々
－
。
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

なかなか、むずかしいナ－。受龍生も真剣

春の陽射しにさそわれて

＝遠賀川に太公望の列＝

寒
～
い
冬
も
や
っ
と
終
り
、
ポ
カ
ポ

カ
陽
気
の
こ
の
頃
－
。
遠
賀
川
は
太
公

望
に
と
っ
て
絶
好
の
釣
り
場
。
口
曜
日

な
ど
休
日
に
は
、
川
面
い
っ
ぱ
い
に
釣

り
竿
が
並
び
、
春
の
陽
射
し
を
浴
び
て

の
ん
び
り
釣
り
糸
を
垂
れ
る
人
達
の
列

が
続
き
ま
す
。
コ
イ
や
フ
ナ
が
良
く
釣

れ
る
そ
う
で
、
小
に
は
大
き
な
も
の
を

釣
る
人
息
7
1
－
完

あ
な
た
も
、
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

遠
賀
・
中
間
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
で
は
、
遠
賀
部
、
中
間
市
の
子
供
会

な
ど
を
主
体
と
し
た
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

次
の
と
お
り
「
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
水
巻
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
・
祝
日
の
使
用
抽
選

吉
田
と
猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
七
月
以

降
の
口
・
祝
日
使
用
抽
選
は
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
使
用
さ
れ
る
月
の
2
カ
月
前

の
第
一
月
曜
日
、
午
後
1
時

3
0
分
か
ら
抽
遷
し
ま
す
。

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
参
加
資
格
　
町
内
居
住
者
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
以
外
は
で
き
ま
せ
ん
。

5　月　のスポアツ

日　 時 行　　 事　　 名 会　　 場 対　　　 象

（日）
9：00

水巻ライオンズ旗争奪
吉田球場

野球スポーツ

5
第8回町少年団野球大会 少年団員

（日）

13

9 ：00 第11回社会人ソフトボール大会
南中運動場
吉田小 ク
伊左座小ク

20才以上男子
公民 館 単 位

（劫

25
9：00

昭和58年度
前期ゲー トボール大会

吉田球場 60才以上男女

消
火
器
の
押
し
売
り
に
注
意
を
／

最
近
、
悪
質
な
業
者
が
訪
問
販
売
し

て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
が
見
受

け
ら
れ
た
ら
、
貰
わ
れ
る
前
に
滑
防
暑

（
晋
二
九
三
－
一
二
三
こ
に
連
絡
し

ま
し
ょ
，
フ
。

○
消
防
職
員
の
服
装
を
し
た
り
、
消
防

署
が
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
る
。

○
会
社
名
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

○
家
庭
に
も
消
火
器
が
必
要
と
い
っ
て

押
し
付
け
る
。

◇
－
　
　
　
　
◇

た
し
か
に
ヾ
家
庭
に
一
つ
は
消
火
器

ネ
掛
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
購
入
さ

れ
る
場
合
は
、
信
用
が
お
け
る
販
売
店

か
ら
貰
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
火
事
と
救
急
　
「
一
一
九
番
」

☆
火
事
の
問
い
合
せ

二
九
三
－
三
九
二
一
番

（
1
月
～
2
月
未
）

救 火 種

急 災 一名

108 1
水
書

83 7
岡
垣

67 4
芦
屋

68
＼

’さ
遠
賀

326 13
Ａ昇
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老
人
大
学
講
座

▽
場
所
　
芦
屋
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
6
0
才
以
上
の
人

▽
期
間
　
5
月
下
旬
か
ら
来
年
3
月
上

旬
（
8
月
は
休
講
）
ま
で
の
、
隔
週

月
曜
日
。
（
合
計
2
0
回
以
上
）

▽
学
習
内
容

の
教
養
コ
ー
ス
　
（
1
0
時
～
1
2
時
）

老
人
の
健
康
管
理
、
老
人
の
生

き
が
い
、
社
会
見
学
、
時
事
問
題

県
政
の
重
点
施
策
、
人
権
問
題
、

郷
土
の
歴
史
、
身
近
な
法
律
、
老

人
と
宗
教
、
そ
の
他

㈹
選
択
コ
ー
ス
　
（
1
3
時
～
1
5
時
〕

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
、

盆
栽
コ
ー
ス
、
書
道
コ
ー
ス
、
俳

句
コ
ー
ス

▽
申
込
み

．
．
ぎ
ー
．
．
．
一
1
．
Ｊ
ｉ
ｉ
・
・
・
．
．
弓
．
1
・
Ｐ
・
・
．
．
－
：
・
，
テ
．
・
・
ｊ
一
．
7
．
－
・
・
・
〒
1
三
一
．
こ
　
】
　
一

＼

　

－

　

－

．

1

」

と

　

権

の
　
ご
　
人
　
談

5
月
ｌ
Ｕ
ま
で
に
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
に
申
込
み
下
さ
い
。

老
人
大
学
院
講
座

▽
場
所
　
遠
貴
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
老
人
大
学
講
座
を
修
了
し
、

継
続
的
に
受
講
が
で
き
る
人
。

▽
期
間
　
5
月
中
旬
か
ら
来
年
2
月
下

旬
（
毎
月
2
回
程
度
水
曜
日
）
ま
で

の
、
合
計
2
0
回
以
上
。

▽
学
習
内
容

の
教
養
コ
ー
ス

老
人
の
健
康
管
理
、
老
人
と
生

活
、
時
事
問
題
、
郷
土
の
歴
史
、

老
人
の
生
き
が
い
、
人
権
問
題

は
選
択
（
専
門
）
　
コ
ー
ス

車
道
、
園
芸
、
民
謡
・
歌
謡
、

陶
芸

▽
申
込
み

5
月
ｌ
臼
ま
で
に
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
に
申
込
み
下
さ
い
。

婦人バイククラブ

会　員　募　集

配
　
律
　
相

心
　
法

「

　

－

　

1

－

－

－

－

し

冊…Ⅲ11

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
、
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽

日

時

　

5

月

1

日

、

8

日

、

1

5

日

、

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

※
5
月
9
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
法
務
局
北
九
州
支
局
、
北
九

州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、

町
社
会
福
祉
協
議
会

※
な
お
、
5
月
9
日
は
憲
法
記
念
日
の

行
事
と
し
て
特
に
法
務
局
、
福
祉
事
務

所
職
員
を
招
い
て
、
遺
産
相
続
、
借
地

借
家
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
問
題
、
生
計

問
題
、
婦
人
母
子
福
祉
な
ど
家
庭
内
の

心
配
ご
と
を
専
門
的
に
相
談
に
応
じ
ま

す
。

「

保、育園児を

募集してます
町では、現在、町立第二保育園（吉田団

地）と水巻みなみ保育園（二）の園児を募

集しております。

申込み方法及び入所基準等については、

役場社会課老人児童係にお問い合わせくだ
さい。

主
婦
に
人
気
が
あ
る
、
三
－
バ
イ
ク
の

事
故
増
加
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
、
く
ニ

バ
イ
ク
の
正
し
い
運
転
を
普
及
さ
せ
よ

う
と
折
尾
レ
デ
ィ
ス
・
セ
フ
テ
ィ
ク
ラ

プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

折
尾
警
察
署
管
内
に
居
住
、
ま
た
は

勤
務
さ
れ
て
い
る
女
性
の
方
で
、
日
常

ミ
ニ
バ
イ
ク
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
な

ら
入
会
で
き
ま
す
。

あ
な
た
滝
、
ぜ
ひ
入
会
し
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
せ
ん
か
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と

こ
ろ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
申
込
み
先
〕

○
城
島
モ
ー
タ
ー
ス

（

吉

田

笹

2

0

1

・

1

2

7

4

）

○
宮
崎
商
会

（

頃

末

審

2

0

1

・

1

1

8

2

）

福
岡
県
警
察
官
募
集

福
岡
県
答
案
官
（
大
学
卒
業
者
）
と

婦
人
繁
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
1
Ｈ
Ｔ
ｒ
5
月
1
0
日

▽
受
験
資
格
　
警
察
官
Ａ
＝
㊥
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
短
大
を
除

く
）
の
卒
業
者
　
㊥
昭
和
3
1
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
3
7
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
　
婦
人
等
察
官
＝

①
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
1

年
4
月
1
唱
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

▽
受
験
手
続

．
ｔ
申
込
用
鞄
が
折
尾
警
察
署
及
び
派

出
所
、
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
「
福
岡
県
警
察

本
部
・
啓
務
諌
任
用
係
（
福
岡
市
博

（

多
区
東
公
園
七
番
七
号
　
晋
0
9
2

．

6

2

2

・

0

7

0

0

）

」

　

へ

、

申

込
み
く
だ
さ
い
。

大
阿
蘇
の
自
然
と

史

跡

め

ぐ

り

国
立
阿
蘇
青
年
の
家
で
は
、
大
阿
蘇

の
自
然
と
文
化
に
親
し
む
つ
ど
い
を
次

の
と
お
り
開
き
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
1
0
日
γ
5
月
1
2
日

丁
．
　
（
2
泊
3
日
）

▽
対
象
　
1
6
歳
以
上
の
人
（
男
女
〕

▽
参
加
費
用
　
3
千
5
百
円

▽
申
込
み
　
申
込
み
は
5
月
ｌ
目
ま
で

で
す
。
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
に
お

問
い
合
わ
せ
下
き
い
。
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福

岡

県

少

年

の

船

▽
訪
問
地

▽
期
　
日

沖
縄
県

7

月

2

2

日

～

7

月

2

6

日

7

月

3

1

日

～

8

月

4

日

〔
団
員
〕

▽
資
格
　
①
県
内
在
任
の
小
学
校
5
年

以
上
中
学
校
3
年
ま
で
の
男
女
。

㊥
過
去
に
、
福
岡
県
少
年
の
船
に
参

加
し
た
万
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
7
日
～
6
月
7
日

九

州

青

年

の

船

▽
訪
問
先
　
中
華
人
民
共
和
許

▽
日
　
程
　
8
月
3
1
日
～
9
月
1
3
日

▽
経
　
費
　
7
万
3
千
円

▽
応
募
資
格
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
、

昭
和
5
9
年
4
月
1
日
現
在
満
2
0
歳
以

上
2
8
歳
未
満
の
男
女
　
㊥
昭
和
5
9
年

4
月
1
日
現
在
県
内
に
一
年
以
上
居

住
し
、
な
お
引
き
続
き
居
住
し
よ
う

と
す
る
者
…
…
な
ど
。
㊥
過
去
に
同

自　動　車　運　転

免　許　を

取　り　ませんか

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
佐
賀
県
佐
賀
市
蓮
池
町
大

字
蓮
池
「
宗
服
寺
墓
地
」

○
届
出
先
　
佐
賀
県
佐
賀
土
木
事
務
所

（

晋

0

9

5

2

・

2

4

・

4

3

4

5

）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
5
月
2
日
ま
で

▽
所
在
地
　
佐
賀
県
小
城
郡
小
城
町
字

自
在
「
親
立
寺
墓
地
」

○
届
出
先
　
佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社
（

佐
賀
市
城
内
一
丁
目
六
番
五
号
）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
5
月
2
5
日
ま
で

▽
所
在
地
　
北
九
州
市
門
司
区
大
字
古

志
「
金
比
羅
山
墓
地
」

○
届
出
先
　
北
九
州
市
建
設
局
道
路
建

設

課

（

暫

5

8

2

・

2

2

7

9

）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
5
月
3
1
日
ま
で

〔
班
長
〕

▽
資
格
　
①
昭
和
5
9
年
4
月
1
日
現
在

原
則
と
し
て
満
1
8
歳
以
上
3
0
歳
未
満

の
人
で
、
事
前
研
修
か
ら
解
団
式
ま

で
の
主
催
者
が
計
画
す
る
行
事
の
す

べ
て
に
参
加
で
き
る
人
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
7
Ｒ
Ｔ
Ｉ
6
月
5
日

※
団
員
、
班
長
の
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
貝
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

種
の
海
外
渡
航
の
経
験
が
あ
る
者
や

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校

に
在
学
中
の
者
。
（
た
だ
し
、
夜
間

・
定
時
制
・
通
信
課
程
の
学
生
は
除

く
）
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間

5

月

1

日

～

5

月

2

5

日

▽
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

水
巻
町
教
育
委
員
会社

会
教
育
係

県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
と
自

立
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
自

動
車
運
転
免
許
取
得
の
申
込
み
受
付
け

を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で
満
1
8
歳
以
上
の
人
（
た
だ
し
、
心

臓
機
能
障
害
者
を
除
く
）

▽
必
要
書
類
　
申
込
書
（
民
生
係
に
あ

り
ま
す
）
、
住
民
票
の
抄
本
、
内
臓

障
害
者
は
医
師
の
意
見
書

▽
受
付
　
5
月
7
日
ま
で
に
、
役
場
社

会
謀
民
生
係
に
申
込
み
下
さ
い
。

「白骨死体」に心当たりが

ありませんか9

三
月
二
十
七
日
、
芦
屋
町
山
鹿
に
お

い
て
白
骨
死
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が

身
元
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

家
出
や
所
在
不
明
な
ど
で
心
当
た
り

の
方
は
、
最
寄
り
の
派
出
所
、
ま
た
は

折
尾
警
察
署
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
死
亡
者
の
特
徴
〕

○
推
定
年
齢
　
4
0
歳
か
ら
6
0
歳

○
身
長
　
1
6
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
白
髪
渡
り
の
頭
髪
及
び
髭
左
下
歯

に
銀
合
金
の
入
歯

○
死
後
ｌ
一
年
以
上

一苗字‾’，
（下奥歯の銀冠の状態）

猪熊6区、頃末（1、2、3、4、7、10
区）

猪熊2区、頃未（1、7、8、16区）、林
住宅、富田三（垣添町住）

猪熊10区、頃末（22、23区）、苫田二6区、
吉田三5区、15日回り（環境整備）

猪熊3区、頃末（22、24区）、吉田二（1、
2区）、吉田三（2、5区）
猪熊（2、4、5区）、吉田三（1、2、
3、5、6、11区）、15日回り（大洋杜）、
猪熊（2、3、10区）、吉田三（緑風園）、

新生街（山ノロ団地）、頃末Ｃ15、25区）、
頃末5区、頃未（松栄荘、15、18区）、頃

末Ｃ17、19、20、21区）

頃末12区、頃末（松栄荘、18区）、美吉野、

頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）下
二、伊左座、立屋敷

頃末6区、美吉野、吉田一（4、5、6、
7、8、9区、吉田工場団地）、下二、二、
吉田二（1、8区、川端通り、本村）
吉田二（3、5、6、13、1生、15、16区）、
二、頃末（11、14区）、美吉野
吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ
ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、古賀、
新生街、机社宅、立屋敷

下二町住、二町住、吉田一（商店街）、吉
田三（車返し）、古貿、机

吉田団地（37～43、46－52棟）、二町住、
古賀、机

吉田団地（19～22、27－36、44、45、53－
57、86、94－101棟）
吉田団地Ｃｌ～6、8－10、12、16～18、
23～26、60～65、83－85、102～104、109

～113棟）、猪熊町仔∴15日回り（環境整備）

吉田団地（7、11～15、66～73、75－82、

87「931105、108棟）、古賀県住
下二（1、2、3区）、吉田団地（分譲）、

15日回り（大洋杜）、樋虹ｌ Ｃ卯月、中井樋
口〕

二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）．
樋口

二、伊左座

二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊
下二（5－7区）、伊左座（3、5区）、

猪熊、樋白－

みずほ団地

みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

猪熊、樋口

くには、犬をつながないで下さい。汲品の近
犬が噛おっく事故がおこっています。

年，′一・一一・クー‾－鴫－ノ‾ビターｒ－くさＵ．・‾ポーてノミｌＴＳ′ｔＦぎ｝中頭撫・‾ｔメタｊＴふくモノヽごヨ
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保
健
衛
生
だ
よ
り

母
子
手
帳
の
交
付

▽

日

時

　

5

月

7

日

5

月

2

1

日

午
前
1
0
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
5
月
7
日
　
第
1
課

5
月
1
4
日
　
第
2
課

5
月
2
1
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン
タ

ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

－
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
5
月
4
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
8
年
1
2
月
8
日
か
ら

5
9
年
1
月
4
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て

ハ
ガ
キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入

の
う
え
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
本

人
の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
一
つ
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転

入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、

衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い

地
区
別
健
康
相
談

▽
内
容
　
○
検
尿
　
○
血
圧
測
定

○
み
そ
汁
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
　
（

塩
分
テ
ス
ト
）
　
○
成
人
病
に
つ
い

て
の
お
話
し

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず

持
参
し
て
下
さ
い
。

健
康
相
談
日
程
表

ノ　Ｋ，に
．じ′1

最音葦肛

ご、澄、Ｅ
謙 箪 璽

午前10時
1

午前
11時30分

1

吉田の三公民館

魂録拍牒 猪 熊公 民 館

肇腺 璃頼 二　公　 民　 館

肇鴻凄鴫 吉田の二公民館

詩 趣 醸 二町住公民館

健
康
診
査

▽
検
診
内
容

〇
一
次
検
診
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

○
精
密
検
診
　
血
液
検
査
（
貧
血
検

査
、
血
糖
検
査
、
肝
機
能
検
査

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
）
、

心
電
図
検
査

▽
持
っ
て
来
る
も
の

○
個
人
負
担
料
金

一
次
検
診
　
無
　
料

精
密
検
診
　
五
百
円

※
七
〇
歳
以
上
の
人
や
生
活
保
護
世

帯
等
の
万
は
無
料
で
す
。
七
〇
歳
以
上

医
療
受
給
者
証
、
生
活
保
護
受
給
者
カ

ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
健
康
手
帳

▽
申
込
み
方
法

一
カ
所
百
名
で
締
切
り
ま
す
。

申
込
み
は
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
で
す

が
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
は
問
診

が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
衛
生
係
に

お
い
で
下
き
い
。

‥・それは、家族みんなの幸せ。

ま

し

ょ

う

〃

健康診重の日程
、．嘉玉造か、“．Ｚｔ

通謀流量震羞

受付

午前

8 時30分

ｌ

午前

11時

吉田団地公民館

Ｊぶ

身障者セ ンター

雷 纏 墾 鵜 みずほ民地公民館

漣 蝉 項 古 賀 公 民 館

猪 熊 公 民 館

高松団地公民館

ｍ
町　 民　 会　 館

☆
町
内
の
各
医
院
で
も
受
診
で
き
ま
す

各
地
区
で
の
健
康
診
査
の
他
に
、
　
▽
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
医
院

町
札
の
各
医
院
で
も
健
康
診
香
を
行
　
　
有
留
病
院
、
楠
本
医
院
（
吉
田
）

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
中
村
医
院
、
楠
本
医
院
（
頃
末
〕
、

▽
斯
目
　
5
月
1
Ｒ
Ｔ
（
1
0
月
別
日
　
　
　
渡
辺
医
院
、
入
江
医
院
、
浦
野
医
院

（
各
医
院
の
診
療
時
間
内
）
　
　
村
田
医
院
、
森
田
医
院
、
前
原
医
院

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

一
国
〓
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え

国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え
を
三
月

末
日
に
行
な
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続

き
を
さ
れ
て
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

旧
保
険
証
（
柿
色
）
で
は
、
病
院
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
急

に
役
場
国
保
年
金
係
（
窓
口
4
番
）
で

切
替
え
を
し
て
下
さ
い
。

◎
持
っ
て
来
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

′．ざＳ法定 定法 読

書■責■　　 耶 毎年　3 31Ｅ
獲重雄 剃暁＿ｌ傘脹茫浣定義

鋤鵬帥疎峨

を． オ　 婁 藩笠烹孟

鐘薯 ．ぢ

鋤峻 ′、蠍、　 サ′　　甥　が

●

纏 回 、、、

‘・．ｔ・．聖 ・
至

の蓉

魂

壇緑離内白ｌ純　 銀′　織 、′。．羞

こ
の
保
険
証
は
も
う
使
え
ま
せ
ん
。

（

寄
付
の
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
猪
熊
　
故
大
場
キ
ク
ヨ
殿

大
場
幸
夫
殿

○
下
二
　
　
故
久
我
元
美
殿

㌣
　
　
　
久
我
玲
子
殿

○
頃
末
　
故
本
松
フ
サ
殿

本
松
善
事
殿

○
頃
末
　
故
内
海
ハ
ナ
ノ
蹟

内
海
覚
次
郎
殿

○
猪
熊
　
　
故
松
原
チ
ヨ
カ
殿

松
原
松
衛
殿



…酬棚

小
児
マ
ヒ
予
防
の
生
ワ
ク
投
与

（9）創㌦ｊＬ元森壷　輸冊幅－暗和渕年4月筋目

▽
対
象
児

生
後
3
カ
月
～
4
歳
ま
で
の
乳
幼

児
で
、
ま
だ
二
度
も
服
用
し
て
な
い

か
、
又
は
一
度
だ
け
し
か
服
用
し
て

な
い
子
供
。
（
で
き
る
だ
け
1
8
カ
月

ま
で
が
望
ま
し
い
）

▽
実
施
日
程

○
日
時
　
5
月
9
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

投
与
　
1
4
時
～
1
5
時

○
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

▽
注
意
書
項

○
前
日
ま
で
に
「
問
診
票
」
を
役
場

衛
生
係
窓
口
に
取
り
に
来
て
下
さ
い

○
問
診
票
に
は
必
ず
〝
捺
印
″
し
て

下
さ
い
。

○
当
日
は
「
母
子
手
帳
」
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

▽
次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
現
在
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
を
し

て
い
る
子
供

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
風
疹
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過
し

て
な
い
子
供

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
又
は
、
慢
性
疾

患
に
か
か
り
体
調
の
悪
い
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
の
上
受
け
て
下
さ
い
。

彗豪華轟無事壷璽無痛

あさくま　　まさる

朝隈　　優くん
昭和58年6月1日生

（憲撃）さんの次男
3，850クで生まれた　もジャン

ボくま、さんも、もうすぐアン

ヨの春です。お兄ちゃんとママ

と3人で水巻を探検して廻ろう

ね。

（入江興産社宅217）

ｔ　　くもだ　　けいこ

…　雲田　恵子ちゃん

昭和58年7月12日生

（宕芋）さんの次女
：　お姉ちゃんから毎日泣かされ

！ますが、一緒に遊ぶのが楽しそ

害　う0オンプすると良く眠る子で

；す。大きくなったら優しい、思

；いやりのある人になってね．′

（高松団地12棟）

▽
日
時
　
5
月
1
8
日
（
金
）

午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
玄
関
ホ
ー
ル

☆
健
康
管
理
に
も
役
立
つ
献
血
☆

だ
れ
で
も
献
血
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
〝
健
康
で
あ
る
こ
と
″
で
す
。
献
血

の
前
に
お
医
者
さ
ん
が
健
康
状
態
を
調

べ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
で
す
か
ら

献
血
で
き
る
こ
と
は
、
あ
な
た
が
健
康

で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
他
に
献
血
で
き
る
条
件

と
し
て
、
年
齢
＝
1
6
歳
～
6
4
歳
ま
で
、
体

蛮
＝
男
4
5
毎
、
女
4
0
毎
を
超
え
る
人
と

制
限
が
さ
れ
て
お
り
、
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。さ

ら
に
、
献
血
し
た
人
に
は
血
液
に

含
ま
れ
て
い
る
①
タ
ン
パ
ク
⑧
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ど
、
六
つ
の
項
目
の
検
査

結
果
（
一
週
間
く
ら
い
で
家
庭
に
郵
送

し
ま
す
）
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
自
分
の

健
康
状
態
が
あ
る
程
度
は
分

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
献
血
は

自
分
の
健
康
診
断
で
も
あ
る

わ
け
で
す
。

献
血
す
る
の
は
二
百
∝
、

年
乳
ビ
ン
だ
と
約
一
本
分
で

す
。
さ
あ
、
今
度
の
献
血
か

ら
怖
が
ら
ず
に
〝
献
血
体
験

″
　
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

元気な赤ち　ゃ　ん一募集　　あなたのお子さ

ん（満1歳になる前の子供）を広報に掲載しますので、ご希望

の方は申込み下さい。ハガキに①お子さんの名前と生年月日㊥

両親の名前㊥住所④電話番号を記入し、水巻町役場総務課庶務

係「元気な赤ちゃんコーナー」にお送り下さい。

を捨てないで！／

ｌこの箱に

入れてね．′

従来から、一般家庭において使用される乾

電池は一般廃棄物として処理されています。

しかじ将来乾電池の使用量の増大に伴って、

これらの乾電池が廃棄された場合、乾電池に

含まれる水銀による環境汚染の問題が懸念さ

れますＪ・

今度、日本電池・器具工業会からカメラ小

売店、電気店等にボタン型電池の回収箱を置

くことになりました。カメラ、電卓に使用し

た用済のボタン型電池については、ゴミ箱に

捨てないで購入先のお店か、

回収箱に返してください。

〔回収箱設置店舗〕

○マルヨシ時計店（頃末）

○野口電器店（頃末）

○向井電器店（吉田）

○パパデンキ店（下二）

○ニッタン商事（頃末丸の

内店と猪熊店を除く）

○水巻アピロス（古賀）

ご
み
箱
に
は
捨
て
な
い
で



昔
ば
な
し
‥
題

㊥
　
　
石
　
炭
　
物
　
語
　
㈹

ツ

　

ル

　

ベ

　

掘

で
は
江
戸
時
代
に
石
炭
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
掘

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
ざ
っ
ば
に
分
け
る
と
、

立
坑
の
「
ツ
ル
ベ
掘
り
」
と
、
斜
坑
の
「
タ
ヌ
キ
掘

り
」
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
ツ
ル
ベ
掘
り
に
つ
い
て
は
、
井
戸
よ
り
も
ひ

と
廻
り
大
き
な
立
坑
を
掘
っ
て
炭
層
に
達
す
る
と
、

こ
れ
よ
り
直
径
二
～
三
尺
の
坑
道
を
横
向
き
に
掘
っ

て
採
炭
を
開
始
す
る
。
し
か
し
坑
道
は
数
間
掘
り
進

む
と
危
険
な
状
態
に
な
る
の
で
採
炭
を
中
止
し
て
、

さ
ら
に
別
の
坑
道
を
立
坑
か
ら
推
進
し
て
採
炭
を
つ

づ
け
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
に
立
坑
の
底
部
か

ら
数
本
の
坑
道
を
放
射
状
に
掘
る
と
、
の
ち
に
は
立

坑
自
身
が
危
険
な
状
態
に
な
る
の
で
、
こ
の
立
坑
を

放
棄
し
て
数
間
離
れ
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
立
坑
を
掘

っ
て
作
業
を
継
続
す
る
。
こ
の
場
合
、
新
し
い
立
坑

で
地
下
何
尺
掘
れ
ば
着
炭
す
る
と
い
う
の
が
、
古
い

立
坑
に
よ
っ
て
測
定
で
き
る
の
で
、
二
番
目
の
立
坑

か
ら
は
計
画
通
り
の
採
炭
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。ツ

ル
ベ
掘
り
に
つ
い
て
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七

二
～
八
〇
）
に
画
い
た
「
肥
前
州
産
物
図
考
」
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
し
ず
み

「
石
炭
の
掘
り
と
こ
ろ
は
、
国
に
よ
り
処
に
よ
り

違
う
な
り
。
か
な
ら
ず
山
の
み
に
限
ら
ず
し
て
、
炭

の
あ
る
と
こ
ろ
低
き
は
炭
の
上
品
な
り
。
低
き
は
ま

た
て

ず
竪
に
掘
り
、
そ
れ
よ
り
ま
た
横
に
掘
る
な
り
。
こ

つ

る

ペ

れ
を
釣
瓶
掘
り
と
い
う
。
出
水
多
く
水
潜
り
強
き
故

に
、
水
も
釣
瓶
に
て
汲
み
と
り
、
石
炭
を
も
つ
り
揚

る
な
り
」

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

ｈ
ソ

ま
た
立
坑
か
ら
石
炭
を
搬
出
す
る
の
に
は
、
初
め

井
戸
の
バ
ネ
つ
る
べ
と
同
ず
方
法
で
引
き
揚
げ
て
い

や
ぐ
ら

た
が
、
の
ち
に
は
櫓
を
立
て
て
滑
車
と
ロ
ー
プ
と
竹

龍
で
も
っ
て
搬
出
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
保
年

間
（
一
八
三
〇
～
四
二
）
に
ナ
ン
パ
と
い
う
ロ
ク
ロ

が
発
明
さ
れ
て
、
一
度
に
多
量
の
石
炭
が
引
き
揚
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
以
後
は
皆
こ
れ
に
か

わ
っ
て
い
る
。
構
造
は
、
直
径
二
～
三
尺
の
巻
胴
の

周
囲
に
数
本
の
横
木
を
放
射
状
に
取
付
け
て
、
こ
れ

を
数
人
で
押
し
な
が
ら
廻
す
と
、
ロ
ー
プ
は
巻
胴
に

巻
き
つ
け
ら
れ
て
、
竹
寵
の
石
炭
が
立
坑
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
ナ
ン
パ
を
押
す

の
は
す
べ
て
女
性
の
仕
事
で
、
筑
豊
の
小
ヤ
マ
で
は

明
治
末
期
ご
ろ
ま
で
使
用
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

な
ん
ば
ん

の
語
源
は
南
蛮
す
な
わ
ち
「
舶
来
用
具
」
か
ら
き
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

へ
ナ
ン
パ
押
し
に
は
ど
こ
が
好
き
で
ほ
れ
た

胸
は
鳩
胸
　
尻
や
出
尻

へ
鳩
胸
出
尻
　
男
に
ゃ
よ
い
が

腕
の
太
さ
が
気
に
か
か
る

へ
ナ
ン
パ
押
せ
押
せ
　
押
し
ゃ
こ
そ
廻
る

押
さ
で
廻
る
は
風
車

て
ば

へ
ナ
ン
パ
の
女
と
焚
石
の
手
龍
は

入
れ
て
ゆ
す
っ
て
持
ち
あ
げ
る

こ
れ
は
炭
坑
唄
の
な
か
で
も
最
も
古
い
と
い
わ
れ

る
「
ナ
ン
パ
節
」
で
あ
る
。
農
閑
期
に
な
る
と
百
姓

の
娘
が
ナ
ン
パ
押
し
に
出
か
け
て
数
人
が
一
組
に
な

っ
て
ナ
ン
パ
を
押
す
。
仕
事
は
単
調
で
あ
夢
が
呼
吸

を
合
せ
る
た
め
に
歌
う
の
が
こ
の
唄
で
あ
る
。
一
人

口
縮
　
集
　
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

が
一
節
を
歌
う
と
二
節
目
は
大
勢
で
声
を
そ
ろ
え
て

ひ
わ
い

押
し
な
が
ら
歌
う
。
歌
詩
と
し
て
は
卑
猥
な
も
の
が

多
い
が
、
こ
れ
も
年
ご
ろ
の
娘
が
多
か
っ
た
せ
い
で

昔
の
の
ど
か
な
炭
坑
風
景
が
こ
れ
に
よ
っ
て
し
の
ば

れ
る
。な

お
当
初
に
使
用
し
て
い
た
バ
ネ
釣
瓶
に
よ
る
石

さ
お

炭
の
搬
出
は
、
竹
樺
の
先
き
に
竹
龍
を
取
付
け
て
、

こ
れ
を
テ
コ
の
応
用
で
引
き
揚
げ
て
い
た
が
、
こ
の

と
き
に
竹
樺
を
た
ぐ
り
な
が
ら
引
き
揚
げ
る
人
を

さ
お
と
ｈ
ソ

梓
取
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
が
ナ
ン
パ
に

か
わ
る
と
竹
寵
が
立
坑
の
壁
に
接
触
し
な
い
よ
う

に
、
坑
口
に
立
っ
て
ナ
ン
パ
を
指
揮
す
る
人
を
樺
取

と
い
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
明
治
・
大
正
の
炭
軍

時
代
に
は
炭
車
を
操
作
す
る
人
を
悼
取
と
称
し
、
昭

和
に
な
っ
て
こ
れ
が
配
車
係
に
か
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
掘
子
が
立
坑
の
な
か
へ
ナ
ン
パ
で
下
る
に

は
、
ロ
ー
プ
の
先
き
の
鉄
輪
に
片
足
を
か
け
て
、
も

う
一
方
の
足
で
立
坑
の
周
囲
の
壁
を
蹴
り
な
が
ら
下

っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
山
口

炭
田
民
話
集
」
に
古
老
談
話
と
し
て
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

「
体
に
綱
を
巻
か
れ
て
十
三
丈
下
の
地
底
に
入
れ

ら
れ
た
が
、
ま
っ
暗
い
な
か
で
体
が
ぐ
る
ぐ
る
廻
り

目
が
ま
わ
っ
た
。
そ
の
う
ち
ド
シ
ン
と
尻
も
ち
を
つ

き
目
か
ら
火
が
出
た
。
一
寸
先
き
も
見
え
な
い
地
底

の
暗
や
み
に
一
人
で
は
う
り
出
さ
れ
て
恐
怖
で
体
が

わ
な
わ
な
と
ふ
る
え
た
。
そ
の
う
ち
向
う
か
ら
『
こ

っ
ち
へ
来
い
』
と
い
う
声
が
し
た
の
で
、
そ
の
方
向

へ
行
き
か
け
た
ら
坑
道
の
壁
に
イ
ヤ
と
叶
う
ほ
ど
頚

を
ぶ
っ
つ
け
た
」
。

．
′
　
（
昭
和
五
十
二
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
「
ナ
ン
パ
節
」

の
楽
謡
を
希
望
者
が
あ
れ
ば
進
呈
し
ま
す
。
）

（
文
〕
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
会
長
　
柴
　
田
　
貞
　
志

く詰碁解答〉

白1のツケが2ノーの急所

で、黒2と押えたとき、3

のホウリコミが決め手。

く詰将棋正解〉
2二角、1四玉、2四金、同玉、3三馬、1四玉、
1三角成、同玉、2三馬、まで9手詰め。
く解説〉
2二角を同玉なら2三金以下簡単に玉は逃げますが、
3手目の2四金でつかまえます。続く3三馬が良く、
3三角戊では失敗します。

ロ
印
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冷
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田
印
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合
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会
社


